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3. 次回（第172回）の言語学会



1. 第171回大会の概要

⚫ 期日：2025年11月22日 (土) ・ 23日 (日)

⚫ 会場：岡山大学津島キャンパス

◆ 第1日

・口頭発表： 33件

・ポスター発表： 29件

◆ 第2日

・ワークショップ： 6件

・公開シンポジウム： 「アジアの諸言語の「ナル」と「ナル的」表現」



2. 発表内容のご紹介

2.1. 水野 庄吾（G-3）

「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」

2.2. 坂本 遊野（E-4）

「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」



2. 発表内容のご紹介

2.1. 水野 庄吾（G-3）

「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」

発表資料：https://researchmap.jp/shogomizuno/presentations/51474270

https://researchmap.jp/shogomizuno/presentations/51474270


2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

【要旨】

・相対的場所に含まれる５つの位置にみられる共起関係を探る

・相対的場所表現の共起関係をもとに意味地図を示す

→ 結果，次の２点が明らかになった

[1] 相対的場所表現には７通りの共起関係がみられる

[2]「後と下」の共起関係は他の６通りよりよくみられる



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

【背景知識】

・相対的場所 (Axial configurations)

→ FigureがGroundに対して軸方向に分離した位置

(1) English

The man is in front of the restaurant.

Figure Ground

Figure

Ground



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

Ground

[前]

[後]

[横] [横]

[上]

[下]

・相対的場所の種類：５つ 



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

【目的】

・研究課題：

相対的場所の５つの位置関係には（通言語的に）どのような

共起関係（coexpression）が見つかるのか？
Coexpression (Haspelmath 2023: 2; Hartmann et al. 2014)

one minimal shapes has two different meanings in two different situations

[+接触] 上 [-接触] 上

英語 on the table above the table

日本語 テーブルの上に



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

【議論】

・相対的場所表現の共起関係：

論理的に発生可能なのは１０通り

→ 実際は７通り

anterior [前]

posterior [後]

superior [上] inferior [下] lateral [横]



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・相対的場所表現の共起関係（下ー後）

このパターンは他の言語でも確認される：Lumun (Smits 2017: 603), Xinka 

(Sachse 2010: 338), Moskona (Gravelle 2010: 87), San Dionisio del Mar Huave 

(Salminen 2017; 72), Dom (Tida 2006: 48)



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・相対的場所表現の共起関係（前ー下）



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・相対的場所表現の共起関係（前ー横）



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・相対的場所表現の共起関係（下ー横）



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・相対的場所表現の共起関係（前ー上）

[…]



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・相対的場所表現の共起関係（横ー後）

[…]



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・相対的場所表現の共起関係（上ー後）



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

・この意味地図に対する説明：

「後ー下」の共起関係においては他の６通りよりよく確認さ

れ，意味的類似性を反映していると考え得る



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

【結論】

[1] 相対的場所に含まれる５つの位置は，論理的に発生可能な

１０通りのうち７通りが発生する

[2] 「後と下」の共起関係は他の６通りよりよく確認され，意

味的類似性を反映している考え得る



2.1.「相対的場所表現における意味と形式のマッピング：意味地図を用いて」 (水野)

要旨 背景知識 目的 議論 結論 質疑など

【質疑など】（一部抜粋）

➢ 「後ー下」の意味的類似性を貫く一般性は何か

→ “invisible” な場所だからではないか

⇔ (8) は “non visible side”で表すのは「横ー後」

➢ 「前ー後」などが共起しないのは身体性が影響しているのではないか

➢ 参照文法の粒度によって変わるのではないか

→ 140言語みているので記述の粒度も均せるのではないか



2. 発表内容のご紹介

2.2. 坂本 遊野（E-4）

「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」(坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

【要旨】

・ ヴェーダ語における祭式動詞は多様な格交替を見せる

・ 祭式動詞の格支配を体系的に記述するとともに，祭式動詞間の格交替の違いの要因

を明らかにする

→ 結果，次の２点が明らかになった

[1] 祭式フレームを設定することで４つの格配列を特定

[2] 動詞における役割の相対頻度によって副次的にどの役割が対格になりうるか

が決まり，それによって格交替の可能性が決まる



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

【背景知識】

・印欧語族 > インド・イラン語派 > インド・アーリヤ語群 >

ヴェーダ語 (Vedic Sanskrit)

・推定14C-5C BCE，インド北西部

・宗教文献であるヴェーダ文献において口伝で継承される

・語順は比較的自由，項の省略は多い

・項の統語的実現は、名詞につく格語尾と定動詞の人称語尾による



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

【目的】

[1] 祭式動詞の格支配を体系的に記述する

[2] 祭式動詞の格交替の違いの要因を明らかにする



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

・扱う祭式動詞



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

【方法】

・祭式フレームを導入

・リグ・ヴェーダを対象に定量的に調査

- 最古のヴェーダ 1500 BCE- (Witzel 1995: 98)

手順：1. Lubotsky (1997) を用い，祭式動詞を定動詞として含む節を特定

2. 節内で４つの役割（人間・供物・神格・報酬）を特定

3. その役割がどの格で表現されているか（／いないか）を記録

4. 格のパターン毎に集計

祭式動詞に共通する一般化された場面（後述）



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

・祭式フレーム：

・祭式動詞に直接支配される名詞の大部分は次の４つ：

-〈人間〉 崇拝者

-〈供物〉 〈人間〉が〈神格〉を喜ばせるために捧げるもの

-〈神格〉 崇拝を受ける者

-〈報酬〉 見返りとして〈人間〉が〈神格〉に求めるもの・行為



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

・祭式フレーム：

「〈人間〉が〈供物〉によって〈神格〉に接待し，見返りとして〈報酬〉

を得ようとする」



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

【結果】

・格配列は次の４通り

・常に主格である〈人間〉以外は、対格で実現されうる

・どの役割が対格になれるかによって格配列が決まる



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

・動詞が格配列を取る頻度

・主要な格配列は［無対格型］か［〈神格〉型］

・副次的に［〈供物〉型］や［〈報酬〉型］を取り得る



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

・相対頻度を調査

相対頻度＝動詞において格役割が表現される頻度÷動詞の頻度

- 高頻度はどの動詞でも〈人間〉と〈神格〉のみ

- 高頻度でない〈供物〉と〈報酬〉の頻度では動詞ごとの個性がでる



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

・役割の相対頻度と格配列の関係



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

・祭式動詞における制約：「相対頻度の低い役割は対格で実現できない」

・主要格配列における動詞の使用状況と，上の制約から、祭式動詞の項実

現の全体像を予測できる



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

【結論】

[1] 祭式フレームを設定することで４つの格配列を特定し，格

配列と動詞の関係として記述

[2] 動詞における役割の相対頻度によって副次的にどの役割が

対格になりうるかが決まり，それによって格交替の可能性

が決まる



2.2.「ヴェーダ語祭式動詞の格交替に対する定量的アプローチ」 (坂本)

要旨 背景知識 目的 方法 結果 結論 質疑など

【質疑など】（一部抜粋）

➢ 今回の最古のヴェーダであるリグ・ヴェーダだけなので，より後期の文献も含める

と主張を強められる

➢ 〈報酬〉はもとから存在するもの／しないものかによって違いがありそうだが，関

係はあるか

→ 〈報酬〉の性質についてはもとから存在するものは少なく，行為名詞（無事に

帰ること，安泰，など）もみられる

➢ 各役割の必須項性についてはどう考えているか

→ 役割の頻度によって必須項になれたりなれなかったりすると考えている



3. 次回（第172回）の言語学会

⚫  日程：2026年春季

⚫  会場：桜美林大学

(https://ls-japan.org/taikai/plan/)

https://ls-japan.org/taikai/plan/
https://ls-japan.org/taikai/plan/
https://ls-japan.org/taikai/plan/


ご清聴ありがとうございました
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